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江坂が好き！な経営者のための江坂つながりニュース 

なぞなぞ！ 押して待って入って、押して待って出るものは何でしょうか？ 

先月号の答え：除湿機（女子付き） 

開催イベント報告 

 1月10日（金）に第9回目のＡ型事業所の見学

会を開催しました。弊社の理念や設立の経緯な

どをお話ししたあと、施設見学を行いながら 

詳しい仕事内容や支援内容、 

実際に働いている 

社員からの体験談 

などをお聴きいた 

だきました。 

江坂-起業家支援センター 

第9回見学会 

 1月22日（水）に第7回障がい者雇用を考える

昼食会が開催されました。報告者の福家さんか

らは、障がい者の社員を雇用した実体験や、障

がい者雇用＝社会貢献ってホント!?という内容 

 

江坂-起業家支援センター 

第7回障がい者雇用を考える昼食会 

 

 仕事初めの1月6日、スタッフ・社員1人1人が

今年1年の抱負を50文字で作成し、その抱負の

発表と年末年始の報告を兼ね、ざっくばらんに 

会話しながら社内全体でミーティング 

を行いました。 

 ひとりひとりが自分の進むべき方向 

を見据えて発表し、それを共有する 

ことができ、とても有意義な時間を 

過ごすことができました。 

江坂-起業家支援センター 

年始ミーティング 

についてお話

しいただき、

参加者全員で

討論を深めま 

した。 

 1月22日（水）に第1回定例会が開催されまし

た。後藤さんの平成25年度の方針とその結果をお

聴きして学びを深め合い、10年後の夢や社員への 

仕事の任せ方などの情報交換も行いました。 

NPO法人 江坂-起業家支援ネットワーク 

第1回定例会 

今後の活動につ

いてゲストの方

にも意見を頂戴

しながら話し合 

 いました。 



NPO法人 江坂‐起業家支援ネットワーク 

起業家が知っておくべき４つの大切な話  
～ 人財の話 ～ 

このコラムは同タイトルの小冊子の内容を元に作成しています♪ 

無料で配布しておりますので、ご希望の方は下記のお問い合わせ先までお気軽にご連絡ください。 

 起業しても１０年後に残っている会社の割合は多く

ても１割程度と言われています。いくつかの原因が考

えられますが、人で失敗するケースも多くみられます。

優れた技術や製品も、革新的なビジネスモデルも、経

営環境の変化が激しいこの時代においては、長続きす

る保証はありません。企業を存続させるためには常に

経営の革新が必要であり、それを実現していくために

は「人財」が必要です。 

 人財の話で大切な３つのポイントは、「会社と社員

の関係」「採用」そして「育成」です。 

 

NPO法人 江坂‐起業家支援ネットワーク  副理事長 

社会保険労務士  横瀬 克之 

 社員を利益を上げるための道具ではなく、共通の目

的（理念）に向かって一緒に会社を成長させていく仲

間であると考えていること、自分の会社に合う人が集

まるような採用活動を行うこと、そして、社員の成長

の原動力であるモチベーションアップの心理的メカニ

ズムを知り、能率の上がる仕事の任せ方をすることが

大切です。永続して利益を出し続けている会社は、 

社員を大切にしているのです。 

コラム 
第5回 

お問い合わせ ０６－６１９０－９５１３ 株式会社 江坂-起業家支援センター 

2014年2月1日 

株式会社 江坂-起業家支援センター 経営理念 

 弊社の経営理念は、設立時（2013年4月）に社長・支援スタッフ・障がいを

持つ社員の全員で話し合い、成文化したものです。 

 自分の夢を実現しようと頑張っている起業家・経営者の支援をしながら、社

会で働きたい障がい者の自立を応援することで、江坂を空きビルのない、活気

あふれる街にしたいと想っています。 

私たちは、想いを大切にし、分かちあうことで、笑顔あふれる社会を創造します。 

私たちは、夢のある人の自立を応援し、幸せに働ける会社づくりに貢献します。 

私たちは、つながりを広げ、共に成長することで、人生の価値を高めます。 
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編集後記 

 2月と言えば節分。現在の節分は2月3日ですが、こ
れは1985年～2024年ごろまでに限ったことであり、
常に2月3日というわけではないそうです。 
 日本では立春・立夏・立秋・立冬と四季を分けてい
ますが、これらの日は太陽と地球の関係で決まるそう
で、天体の運行に基づいているので、日付は年によっ
て異なるそうです。 
 となると、だんだん季節と暦がずれていきますよ
ね？何百年後かには夏と冬が逆転するのでしょうか？ 
 とりあえず、今年も豆を歳の数+1食べます。19個
ですね。異論は認めません。笑 

江坂 起業 

高木家の 

６人家族（妻１人、子ども４人） 
長男中2、長女小6、次男小4、次女小2 
全員Ｏ型 自由人な「高木家の日常」 
をお送りします。 

末っ子が、学校に行く準備をしながら、何か思い出した様子。 
 

「絵具持っていかなあかんねん。金曜日までだけど、忘れん 
ように今日持って行っとく。」 
 

と言う。 その話を聞いて、思い出した。 
 
それは長男が末っ子ぐらいの頃。 同じように 
 

「明日、習字セット持って行かなあかん。まだ使えへんのに、 
なんでやと思う？ゆうてても、絶対忘れる人がおるからやで。 
なんで忘れるんかなあ。アホやなあ。」 
 

と長男が言った。 
そして、忘れないようにと、玄関に習字セットを用意。 
 

「しっかりしているなあ」 と微笑ましく思ったものだ。 
 

次の日、忘れずに習字道具を持って学校に行った。 
しばらくすると、担任の先生から電話があった。 
 

「○○さん（長男）のランドセル、おうちにありませんか？」 
 

そう、長男は、習字道具だけを持って、ランドセルを忘れて 
行ったのだった。 誰がアホなんだか・・・ 
 

その長男も中2。大きくなったものだ。 
しかし、昨日、部活の用意をカバンごと忘れていった。 
 

相変わらずだが、さすがに今回は授業の用意は忘れな 
かったようだ。（笑） 
 
 
 
 

過去の高木家の日常が気になる方は、つながりニュースの
バックナンバーにて！Vol.2より連載しています。 

ホームページよりダウンロードできます♪ 

『江坂Ｎｏ.１社長塾』 


